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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成24年8月9日(2012.8.9)

【公開番号】特開2012-77382(P2012-77382A)
【公開日】平成24年4月19日(2012.4.19)
【年通号数】公開・登録公報2012-016
【出願番号】特願2011-245764(P2011-245764)
【国際特許分類】
   Ｃ２１Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/28     (2006.01)
   Ｃ２１Ｄ   9/08     (2006.01)
   Ｂ２１Ｃ  37/30     (2006.01)
   Ｂ２３Ｋ  31/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２１Ｄ   7/12    　　　Ｂ
   Ｃ２２Ｃ  38/00    ３０２Ｚ
   Ｃ２２Ｃ  38/28    　　　　
   Ｃ２１Ｄ   9/08    　　　Ｆ
   Ｂ２１Ｃ  37/30    　　　　
   Ｂ２３Ｋ  31/00    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月26日(2012.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　質量％で、Ｃが０．０２０％以下、Ｎが０．０１５％以下、Ｓｉが０．０８～０．９６
％、Ｍｎが０．１１～０．９５％、Ｃｒが１１．２～２２．３％であり、Ｔｉ，Ｎｂの１
種または２種を、各々０．１～０．５％含有し、残部Ｆｅ及び不可避不純物からなるフェ
ライト単相のフェライト系ステンレス鋼を、溶接部のビード厚さＴWと母材部の肉厚ＴMと
の比ＲＴ（＝ＴW／ＴM）が１．０５～１．３である溶接管とし、成形、溶接後に周長で０
．５～２．０％の矯正を施すことを特徴とする拡管加工性に優れるフェライト系ステンレ
ス鋼溶接管の製造方法。
【請求項２】
　前記フェライト系ステンレス鋼はさらに質量％で、Ｍｏを０．４７～１．８９％含有す
ることを特徴とする請求項１に記載の拡管加工性に優れるフェライト系ステンレス鋼溶接
管の製造方法。
【請求項３】
　成形、溶接、矯正後に７００～８５０℃で焼鈍することを特徴とする請求項１または２
記載の拡管加工性に優れるフェライト系ステンレス鋼溶接管の製造方法。
【請求項４】
　前記フェライト系ステンレス鋼溶接管は、溶接部のビッカース硬さＨＶWと母材部のビ
ッカース硬さＨＶMとの硬度差ΔＨＶ（＝ＨＶW－ＨＶM）が１０～４０の範囲であること
を特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の拡管加工性に優れるフェライト系ステン
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レス鋼溶接管の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　その要旨とするところは以下の通りである。
（１）質量％で、Ｃが０．０２０％以下、Ｎが０．０１５％以下、Ｓｉが０．０８～０．
９６％、Ｍｎが０．１１～０．９５％、Ｃｒが１１．２～２２．３％であり、Ｔｉ，Ｎｂ
の１種または２種を、各々０．１～０．５％含有し、残部Ｆｅ及び不可避不純物からなる
フェライト単相のフェライト系ステンレス鋼を、溶接部のビード厚さＴWと母材部の肉厚
ＴMとの比ＲＴ（＝ＴW／ＴM）が１．０５～１．３である溶接管とし、成形、溶接後に周
長で０．５～２．０％の矯正を施すことを特徴とする拡管加工性に優れるフェライト系ス
テンレス鋼溶接管の製造方法。
（２）前記フェライト系ステンレス鋼はさらに質量％で、Ｍｏを０．４７～１．８９％含
有することを特徴とする（１）に記載の拡管加工性に優れるフェライト系ステンレス鋼溶
接管の製造方法。
（３）成形、溶接、矯正後に７００～８５０℃で焼鈍することを特徴とする（１）または
（２）記載の拡管加工性に優れるフェライト系ステンレス鋼溶接管の製造方法。
（４）前記フェライト系ステンレス鋼溶接管は、溶接部のビッカース硬さＨＶWと母材部
のビッカース硬さＨＶMとの硬度差ΔＨＶ（＝ＨＶW－ＨＶM）が１０～４０の範囲である
ことを特徴とする（１）乃至（３）のいずれかに記載の拡管加工性に優れるフェライト系
ステンレス鋼溶接管の製造方法。
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